
5.八日市遺跡の道路跡について

(1)八日市遺跡の古代道路跡

八日市遺跡西地区から道路跡2ヶ所とそれに伴う側

溝がそれぞれ検出された。

第1号道路跡は調査区の東側て検出された。硬化面

は古墳時代後期の第8• 12号住居跡の埋没後に構築し

ており、全長16.2m、最大幅が4.8mてあった。直線を

維持しながら南南東から北北西方向に走行し、非常に

堅固て‘‘中央部分がやや高かった。

側溝は東西両端に検出されたが、後世に幾度となく

掘り返されていたため道路跡に伴うものを明確にする

ことは困難て‘あった。そのため、検出された硬化面の

幅がそのまま当時の道路跡の輻て｀あるかどうかも不確

定て‘ある。第15号溝の覆土最上層には浅間A軽石層が

認められている。

硬化面上には浅間B軽石層が認められ、砂礫と共に

良く踏み固められていた。中央部分には波板状の痕跡

が検出された。輻0.72~1.90m、長さが11.5mて‘‘、調

査区外に廷びていた。

第2号道路跡は調査区の西端て‘検出され、西側の側

溝は調査区外にかかるため調査はて‘‘きなかった。東側

の側溝の土層堆積状態から、数度の整備・縮小が行わ

れていたようてある。

硬化面は全長17.2m、幅が4.lmて‘‘、第1号道路跡と

同様に中央部分がやや高くなるものと思われる。走行

方向は南からほば真北を向く。全体的に凹凸が著しく、

砂礫・粘土て‘踏み固められていた。路肩部分には砂礫、

中央部分には粘土が充填されている。粘土部分には小

ピットを伴う浅い落ち込みが確認された。

その下にはもう一面の硬化面が検出され、柵列と考

えられる小ピットが1列確認された。ピットはほぼ一

直線に並び、覆土断面には柱穴の痕跡が認められた。

側溝は東側に 3条の溝が検出された。道路構築段階

には第45号溝が伴い、第47号溝がそれに続き、廃絶段

階のものては第46号溝が相当する。第45• 46号溝の覆

土上層からは浅間B軽石層が認められ、当時において

は側溝としての機能を失っていたことが考えられる。

(2)県内て‘検出された古代の道路跡

d.所訳市東の上遺跡（第221• 223図）

遺跡は武蔵野台地上に島状に突出する狭山丘陵の東

側末端の八国山を南に臨む位置に立地する。丘陵直下

には柳瀬川が流れ、遺跡の南て‘北東に流れを変えたの

ち荒川に合流している。

第36次調査て検出された道路跡は、全長が約100m

て、両側に幅・深さ約1mの側溝を伴い、両側溝間心々

距離が約12mて‘‘あった。硬化面は輻3~5 mて、波板

状の痕跡が確認されている。

出土遺物等から、築造時期は 7世紀第3四半期て‘‘、

廃絶されたのが9憔紀代と考えられている。

e.川越市女堀II遺跡（第221• 223図）

本遺跡は、入間川と小河川て‘‘ある小畔川が合流する

地点の狭い入間台地上に位置する。周辺には弥生～平

安時代にわたる大規模集落て‘ある霞ケ関遺跡など、弥

生時代後期以降の遺跡が数多く知られる。

16世紀前半以前と考えられる輻8~9m、深さ約3

m、全長420mの直線的な堀が検出されている。女堀と

呼ばれるその堀の東側の土塁の下から、古代道路跡の

東側溝と考えられる溝が検出された。群馬県境町の例

が示すように、堀は西側溝て‘あったものが後匪に灌漑

用水路として新たに掘削されたものて‘あると考えられ

ている。古代道路跡の側溝てあった場合には、道路跡

の硬化面の輻は10~12mて‘‘、東の上遺跡て検出された

ものと類似する。

n.熊谷市横間栗遺跡（第222。223図）

遺跡は、利根川によって形成された沖積地て‘‘ある妻

沼低地の自然堤防上に位置し、八日市遺跡から東に約

4 km、南東約2.7kmには式内社の奈良神社がある。

検出された道路状遣構は古墳時代に属する可能性が

高いとされ、他に古墳時代の遺構としては前期の住居

跡1軒、後期の溝7条が検出されている。

硬化面については確認されていないが、波板状の痕

跡が検出されており、浅い溝状遺構の両側にピットが

ほぼ直線的に並んて‘‘いる。遺物は出土していない。
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(3)第1• 2号道路跡の年代

道路跡から出土した遺物はほとんどなかった。出土

した土器も小片てあり、時期を判別て‘‘きるものは皆無

に等しい。実測可能てあったのは第172図に示した須恵

器甕の底部破片のみて｀ある。

1は硬化面上から出土しているが、第 1号道路跡に

伴うものかは判断しかねる。 2は東側溝てある第45号

溝の覆土から出土した。何れも末野産てある。

2点ともにおおよそ 9憔紀代と思われる。然しなが

ら須恵器は小破片てあり、また出土位置を正確におさ

えることがてきなかったため、道路跡の時期をこれら

の土器だけて決定することは困難て‘‘ある。

次に、検出された遺構の配置及び重複関係から古代

道路跡の時期を考えてみたい。

第1号道路跡は、硬化面が古墳時代後期の住居跡上

に構築されており、第8• 12号住居跡とも 6世紀前半

を下らないものと考えられる。そのことから築造時期

は、住居跡の埋没期間を考慮に入れて、 6軋紀後半か

ら7世紀前半以降と考えられる。廃絶時期は、硬化面

を覆う砂礫に浅間B軽石層が認められることから、天

仁元(llOS)年以降の12世紀前半代が与えられる。

第2号道路跡については、他の遺構との重複関係が

まったくない。そのため、道路跡周辺の遺構の配置な

どから時期を考えてみたい。

本遺構の東側には帯金具（蛇尾）を出土した第18号住

居跡など 7靴紀後半から 8世紀前半にかけての住居跡

8軒が集中している。古墳時代後期6匪紀前半の住居

跡は第ll号住居跡が最も近接するものて‘ある。このこ

とから住居跡の配置を考えた場合、本道路跡の築造時

期は7憔紀後半の前後の時期と考えられる。道路跡が

先に策造されたのてあったのなら、 7世紀第3四半期

を与えても良く、そうなると東の上遺跡て‘検出された

ものとほぼ同時期に築造されたことになる。溌絶時期

は、東側溝てある第45• 46号溝の覆土上層から検出さ

れた浅間B軽石層から、第1号道路跡と同様の12憔紀

前半代が与えられる。

第220図 埼玉県式内社。古代寺院跡分布図
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8、出雙伊波比神社 19、日髪神社 30、高城神社

9、中永川神社 20、田中神社 31、伊古乃速釘玉比●神社
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E、高岡廃寺
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G、小用呪寺

M、寺山廃寺

凡五明屁寺

0、城戸野廃ヤ ゜
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第221図 道路跡関連の主な遺跡(I)

a、武蔵国府推定地

b、武蔵国分寺跡

C、将軍塚

d、東の上遺跡

e、女堀II遺跡

f、霞ヶ関選跡

g、若葉台追跡

h、LI」Ill遺跡

i、宮町遥跡

j、南比企窯跡群

式内社・占代寺院跡の記号は第 220因に1叫じ

(4)第1• 2号道路跡と東山道武蔵路

前項て述べた東の上遺跡と女堀II遺跡て‘検出された

古代の道路跡は、東山道武蔵路と推定されている。

東山道武蔵路とは、武蔵国が東山道から東海道に所

属替えとなる宝亀二(771)年以前の国府へと通じる官道

てある。本項て‘‘は八日市遺跡て‘‘検出された古代道路跡

と東山道武蔵路との関係について考えてみたい。

東山道の所属替えについての記述は『続日本紀』宝

亀二(771)年10月己卯(27日）条に次のように書かれてい

る。

「太政官奏す。武蔵国は山道に属すと雖も、兼ねて

海道を承く。公使繁多にして祗供堪へ難し。其の東山

の，駅路は上野国新田駅より下野国足利駅に達す。此れ

便道なり。而るに柾げて上野国邑楽郡より五ヶ駅を経

て武蔵国に到り、事畢って去る日、又同道を取りて下

野国に向ふ。今東海道は相模国夷参駅より下総国に達

す。その間四駅にして往還便近なり。而るに此を去り

彼に就くこと損害極めて多し。臣等商最するに東山道

を改めて東海道に属せば、公私所を得て人馬息するこ

とあらんと。奏可す。」

東山道武蔵路のJレートについては木本(1992)や洒井

(1993)が推定しており、両氏ともほぼ同一）レートを考

えている。そのルートとは、武蔵国府ー東の上遺跡一

鎌倉衛道堀兼道一（入間川）―女堀II遺跡一勝呂廃寺一

（荒川）一奈良神社一妻沼町台ー（利根川）一新田駅・足

利駅を結ぶラインとなる。

以上のルートてあったと仮定した場合、本遺跡て‘‘検

出された古代道路跡はJレートから西に約4kmずれてい

ることになる。そのことから東山道武蔵路の支道とし

ての可能性が考えられる。地図を眺めると、東山道武

蔵路のルートと考えられている東松山市古凍(k)から

分岐し、 7世紀前半に位置付けられる寺谷廃寺(F)、

式内社伊古乃速御玉比賣神社(31)、出雲乃伊波比神杜

(17)、最盛期が9匪紀後半と考えられ「大里郡」と書

かれた平瓦が出土した寺内廃寺(I)、そして荒川を渡

河した地点には式内杜田中神杜(20)、さらに楡山神杜

(21)を抜け、群馬県伊勢崎に向かうほぼ一直線の道路

-240-



が認められる（第221・222図）。この道路に沿って占代

の寺院跡・式内社が並ぶことから、古代道路跡の名残

りとして考えることも可能て‘あろう。

第222図 道路跡関連の主な遺跡（2)

また陸上交通の重要な問題として、利根川を渡河す

る際には、近世にその利用が確認されている高島の渡

しを使っていたてあろうことが推測される。

(5)まとめ

以上のことから、八日市遺跡て‘検出された 2本の古

代道路跡は、おおよそ同時期に利用されていたことが

考えられる。そのルートは、古代寺院跡・式内社が沿

道に並ぶ東松山古凍（郡街推定地）ー上野国佐位駅間と

推定した。現時点においては、本）レート上には古代道

路跡が検出されてはいないが、これからの調査て発見

される可能性が考えられる。荒川の北には標高77mの

残丘状の小丘陵て‘ある観音山、さらに群馬県に目を向

ければ標高1,828mの赤城山がほぼ正面に見渡すことが

てきる。これらの山は、直線的な道路を計画・敷設す

るためには絶交の目標物てあったに違いない。

推定した）レートが、東山道武蔵路そのものなのか、

あるいはその支道て‘あるのかは、後者の可能性がかな

り高い。それては何故この道が必要になったのてあろ

うか。宝亀二年以前の時代に東山道を利用するにあた

っては、上野国新田駅なり下野国足利駅に出て武蔵国

府に向かったものと思われる。しかし、国府に向かう

ために推定した）レートを利用した場合には、新田駅を

利用したよりも約6~7km程の近道になる。現代のよ

うに自動車て‘‘も利用すれば1(Y分弱の距離ても、当時の

人々にとってはとても長く感じられたことてあろう。

以上のことから、本遺跡て‘検出された古代道路跡の敷

設目的は、武蔵国府に向かうためのショートカット（近

道） と考えられる。

最後に、筆者の浅学のため道路跡が2ヶ所検出され

た問題点、道路の構造、古代の交通制度などについて

も十分な考察を加えることがて‘‘きなかったことを反省

したい。今後の古代道路跡調査の成果を踏まえて、改

めて稿を草したい。
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k、古凍（比企郡衡推定地）

1、山王裏遺跡

m、大谷瓦窯跡
n、横間栗追跡
0、寺井廃寺

p、 ド原宿遺跡

q、下新田遺跡

r、市宿通遺跡

S、大東遺跡

t、矢ノ原遺跡

U、十三宝塚遺跡

式内社・占代寺院跡の記号は第 220図に同じ



第223図 道路跡集成図
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